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第２章 交通の現状 

 

２－１ 都市の特徴 

（１）位置・地勢 

⚫ 本市は神奈川県のほぼ中央に位置し、東部は大和市、北部及び西部は海老名市、南部は藤

沢市に接しており、横浜中心部へ約２０km、東京中心部へ約４０km という位置にあります。 

⚫ 地形は緩やかに傾斜する丘陵地及び相模野台地上にあり、市内を北から南へ緩やかに流

れる目久尻川、比留川、蓼川及び引地川の４河川による河岸段丘と平坦地によって形成さ

れています。 

 

（出典）国土数値情報 

図 広域的位置及び交通条件 

４０Ｋｍ

２０Ｋｍ

東京
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東海道新幹線

綾瀬市

茅ヶ崎市

寒川町
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海老名市

大和市

座間市
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土地利用 

⚫ 市内の土地利用は、住宅用地（約２２％）が最も多く、次いで防衛用地（約１７％）、 

農地（約１３％）が多くを占めています。 

 

  
（出典）令和３年度都市計画基礎調査 

図 土地利用現況 
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（２）人口 

① 人口・世帯数 

⚫ 本市の人口は、令和７年４月現在で約８３千人となっており、平成２７年をピークに若干の

減少傾向になっています。 

⚫ 年齢別の人口は、１５歳未満の割合は減少傾向にある一方で、６５歳以上の割合は増加傾

向にあります。 

 

 

⚫ 地域別の人口として、令和２年時点で最も人口が多いのは寺尾地域の約１９千人、最も少

ないのは綾西地域の約７千人です。 

⚫ 綾西地域、綾南地域、寺尾地域では高齢化率が高い傾向にあります。 

 

表 綾瀬市の地域別における年齢４区分別人口（単位：人） 
 

０～１４歳 １５～６４歳 ６５歳以上 合計 

（年齢不明除く） 

高齢化率 参考 

年齢不明 総計 

中央 ２，５７８ ９，７４０ ３，７０２ １６，０２０ ２３．１％ １９９ １６，２１９ 

綾北 １，４４８ ７，２１９ ３，１６８ １１，８３５ ２６．８％ ２５５ １２，０９０ 

寺尾 ２，３１１ １１，０７７ ５，６６８ １９，０５６ ２９．７％ ２８７ １９，３４３ 

早園 １，８０９ ７，３４１ ３，１０１ １２，２５１ ２５．３％ ８７ １２，３３８ 

綾西 ８０７ ３，５５０ ２，３９１ ６，７４８ ３５．４％ ５３ ６，８０１ 

綾南 １，８９９ ９，７０８ ５，１５６ １６，７６３ ３０．８％ １２０ １６，８８３ 

計(厚木基地除く) １０，８５２ ４８，６３５ ２３，１８６ ８２，６７３ ２８．０％ １，００１ ８３，６７４ 

厚木基地 ０ ２３９ ０ ２３９ ０．０％ ０ ２３９ 

合計 １０，８５２ ４８，８７４ ２３，１８６ ８２，９１２ ２８．０％ １，００１ ８３，９１３ 

（出典）令和２年国勢調査 
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（出典）国勢調査  

図 綾瀬市の人口・世帯数の推移 

（出典）国勢調査 

図 綾瀬市の年齢４区分別人口構成比の推移 
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② 将来人口 

⚫ 将来人口推計では、本市の人口は、 

令和１２年（２０３０年）に約８１千人、 

令和２７年（２０４５年）には約７５千人 

に減少する見込みです。 

⚫ 特に１５～６４歳の生産年齢人口の 

減少が顕著な傾向にあります。 

 

 

 

 

 
 ※R５年における将来推計結果 

（出典）国立社会保障・人口問題研究所 

図 綾瀬市における将来人口の推計値   

 

③ 外国人居住者数 

⚫ 令和６年時点で約５千人と、人口

の約６％程度を占めており、本市

に居住する外国人の数は、年々増

加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 
（出典）綾瀬市統計要覧 

                                   図 外国人数の推移 
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（３）産業 

⚫ 本市の就業人口は、令和２年時点

で約３５千人となっています。 

⚫ このうち農業、林業及び漁業など

の第１次産業は約１％、鉱業、建設

業及び製造業などの第２次産業は

約３０％、それ以外の第３次産業

は約６９％となっています。 

 
（出典）国勢調査 

図 綾瀬市の産業別就業人口構成比の推移   

 

⚫ 本市の工業は、令和２年時点で事

業所数が３４２事業所、従業員数

が約１１千人、製造品出荷額が約

３，２８０億円となっています。 

⚫ 平成２１年からの推移では、事業

所数や従業員数は減少傾向にあ

ります。 

⚫ 令和３年に綾瀬スマートインター

チェンジが開通し、交通アクセス

性が向上したことから、今後は工

業の発展が期待されます。 
(出典)工業統計調査、経済センサス 

図 綾瀬市における工業の推移 

 

⚫ 本市の商業は、令和３年時点で事業

所数が３６１事業所、年間販売額が約

１，５４６億円となっています。 

⚫ 平成９年からの推移では、事業所数

は平成１１年をピークに減少傾向に

転じていますが、年間販売額はやや

増加傾向にあります。 

⚫ 中心市街地の再編事業等により既

存施設と新規施設の相乗効果によ

る利便性や魅力の向上が期待され

ています。 
（出典）経済センサス 

図 綾瀬市における商業の推移  
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２－２ 移動の特徴 

 

「移動の特徴」を知る方法 

⚫ 移動の特徴を知るために、平成３０年に東京都市圏交通計画協議会が実施した「東京都市

圏パーソントリップ調査」のデータを用いて、本市に住む人・来訪する人が、どのような「目

的」や「手段」で、どの程度の「移動量」があるかを整理しました。 

⚫ 「移動量」を表す単位として「トリップ」を用いています。「トリップ」とは、ある１人が、あるひ

とつの目的をもって、出発地から到着地まで移動することを言います。 

 

図 移動の単位「トリップ」の概念 

 

（１）目的別移動量 

⚫ 本市に関係する平日１日の総移動量は約２０．６万トリップとなっています。 

⚫ 帰宅を除く移動の目的で最も多いのは、通勤の約４．５万トリップであり、うち約２．０万ト

リップは市内から市外に通勤し、約１．８万トリップは市外から市内に通勤しています。 

⚫ 次に多い目的は、私事（買物や通院等）の約４．３万トリップであり、市内で移動が完結する

人が約１．９万トリップ、次いで市内から市外に向かう人が約１．６万トリップとなっています。 

⚫ 市内から市外への移動目的は、通勤と私事の割合が高く、市外から市内への移動では通勤

の割合が高い傾向にあります。（帰宅を除く） 

 

表 平日の目的別、目的地別移動量（単位：トリップ／日） 

 綾瀬市内々 
市内から市外への 

移動（発生量） 

市外から市内への 

移動（集中量） 
移動量合計 

通勤 ６，６４８ １９，８１７ １８，１７１ ４４，６３６ 

通学 ８，３７０ ５，７９２ ２，０２６ １６，１８８ 

私事 １８，５８２ １５，９０９ ８，０３５ ４２，５２６ 

業務 １，２１６ ３，９９１ ３，５５８ ８，７６５ 

帰宅 ３０，５５２ ２４，０４１ ３７，９７７ ９２，５７０ 

不明 ２８４ ３０４ ３０４ ８９２ 

計 ６５，６５２ ６９，８５４ ７０，０７１ ２０５，５７７ 

（出典）平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査  
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⚫ 自治体間の移動量では、市内で移動が完結

（内々移動）する人を除くと、海老名市との移

動量が最も多く、次いで大和市、横浜市が多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 
（出典）平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査 

           図 自治体間の移動量      

（２）外出率＊１ 

⚫ 本市に住む人のうち約７６％は、平日に何らかの目的で外出しています。 

⚫ ６５歳以上の高齢者の外出率は約６０％であり、神奈川県や東京圏全体と比べても、同様

の水準となっています。 

表 平日の外出人口・外出率 
 居住人口＊2 

（単位：千人） 

外出人口＊2 

（単位：千人） 
外出率 

綾瀬市 
６５歳以上 ２３.５ １４.０ ５９．８％ 

計 ８１.４ ６１.９ ７６．１％ 

神奈川県 
６５歳以上 ２，３３８.９ １，３８６.１ ５９．３％ 

計 ８，８５９.８ ６，７７７.６ ７６．５％ 

東京圏全体 

（１都３県茨城南部） 

６５歳以上 ９，７１６.１ ５，７０８.０ ５８．７％ 

計 ３６，８９６.８ ２８，２６５.８ ７６．６％ 

（出典）平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査 

 

⚫ ６５歳以上の高齢者の外出率は、昭和６３年

からの推移では、増加傾向にあります。 

 

 

 

 
 

（出典）昭和６３年～平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査 

図 綾瀬市における高齢者の外出率の推移 
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＊２ パーソントリップ調査で用いる「居住人口」及び「外出人口」について 

パーソントリップ調査は、５歳以上を対象とするサンプル調査によって実施されており、調査実施年の地域別の性別

年齢別の居住人口、世帯人数別の居住人口、勤務先人口、通学先人口、自動車保有台数等を勘案して拡大推計してい

る。 
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（３）交通手段  

⚫ 本市が発着地となる移動における代表的な交通手段の構成割合（代表・端末交通手段分担

率）は、平成３０年時点では、自動車が５０．６％と最も多く、徒歩が 26．0％、二輪（自転

車・バイク）が 13．8%、バスが９．６％となっています。 

⚫ 平成２０年と平成３０年を比較すると、バスの分担率が増加し、徒歩、二輪、自動車の分担

率が減少しています。 

 

表 綾瀬市 代表・端末交通手段分担率＊4 
 徒歩 自転車 バイク バス 自動車 計 

Ｈ２０割合 ２６．５％ １０．０％ ５．８％ ５．９％ ５１．８％ １００％ 

Ｈ３０割合 ２６．０％ ９．０％ ４．８％ ９．６％ ５０．６％ １００％ 

（出典）平成２０年・平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査 

 

 

⚫ 周辺の自治体と比べると、本市には鉄道駅がないことから、自動車で移動する人が多い傾

向にあります。 

（出典）平成２０年・平成３０年 東京都市圏パーソントリップ調査 

図 綾瀬市及び周辺自治体の代表交通手段分担率＊３ 
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＊３ 代表交通手段分担率 

綾瀬市内々の移動及び綾瀬市から市外への移動、市外から綾瀬市への移動において、代表的な交通手段の利用割合の

こと。例えば、綾瀬市に来訪する際に出発地周辺の駅までは鉄道を利用し、到着駅から綾瀬市内まではバスで移動した

人の代表交通手段は「鉄道」になる。代表交通手段の優先順位は、鉄道、バス、自動車、二輪車、徒歩である。 

 

＊４ 代表・端末交通手段分担率 

綾瀬市には鉄道駅が存在しないため、上記の代表交通手段分担率を集計すると、市内では鉄道以外の交通手段を利用

していたにも関わらず、市外の最寄り駅に向かい鉄道を利用した場合には、鉄道利用者であるとして優先計上されてし

まう。そのことから、市内で利用している交通手段を把握するために、鉄道利用者に限定して、綾瀬市から市外の最寄

り駅までの端末交通手段（バスや自動車など）の利用割合を算出した。例えば市外の最寄り駅までは二輪車を使い、そ

の後、鉄道を利用した場合、代表交通手段は「鉄道」になるが、代表・端末交通手段は「二輪車」になる。代表・端末交通手

段の優先順位は、バス、自動車、二輪車、徒歩である。（下記の例３を参照） 

 

 

※上記は出発地が綾瀬市内の場合の例だが、目的地が綾瀬市内の場合も同様に、鉄道利用者が市内で利用した交通

手段を代表・端末交通手段として集計。綾瀬市内々の移動のみである場合、代表交通手段及び代表・端末交通手段

は同一となる。 

図 代表交通手段、代表・端末交通手段の判定イメージ  

駅

綾瀬市内

鉄道

自動車

二輪車

出発地

徒歩

バス停 バス 徒歩バス停

目的地

例３：市外の最寄り駅まで二輪車を使い、その後、鉄道を使う場合

例１：目的地まで自動車を使う場合

例２：市内のバス停まで徒歩、その後バスを使う場合
徒歩

代表交通手段は【鉄道】
代表・端末交通手段は【二輪車】

代表交通手段、代表・端末交通
手段ともに【自動車】

代表交通手段、代表・端末交通
手段ともに【バス】

出発地 目的地

出発地 目的地

駅

判定結果



 

18 

１ 

計
画
の
概
要 

２ 

交
通
の
現
状 

３ 

交
通
を
と
り
ま
く 

 

４ 

将
来
交
通
像
・ 

 

５ 

基
本
方
針
別
の
施
策 
６ 
計
画
の
推
進 

資
料
編 

課
題 

基
本
方
針 

２－３ 公共交通の現状 

（１）路線バス・コミュニティバス 

⚫ 市内を走行する路線バスは、神奈川中央交通（株）、相鉄バス（株）が運行しています。 

 

表 綾瀬市内にバス停を有する路線バスの系統一覧 

 

（出典）各事業者ホームページ（令和７年９月時点） 

 

⚫ コミュニティバス「かわせみ」は綾瀬市役所を起点に５路線を展開しています。 

 

表 コミュニティバスの各路線の詳細 

号車 路線 
１日あたりの便数 

（単位：便） 

運行距離（往復） 

（単位：Ｋｍ） 
運行開始日 

１号車 市役所～かしわ台駅～市役所 ９ １５．４５ 平成１７年１１月１日 

２号車 市役所～相模大塚駅 ７ １７．７８ 平成１８年１１月１日 

３号車 市役所～上土棚団地～市役所 ９ １２．４１  平成１８年１１月１日 

４号車 市役所～長後駅西口 ４ １４．９７ 平成１８年１１月１日 

５号車 市役所～高座屋内温水プール ３．５ １６．４８ 平成１８年１１月１日 

（出典）綾瀬市ホームページ 

  

神奈川中央交通（株） 相鉄バス（株）

系統番号 起点 終点 経由 系統番号 起点 終点 経由

丘01 桜ヶ丘駅西口 綾瀬車庫 福田・大法寺 綾11 海老名駅東口 吉岡芝原 国分寺台第８

さ02 さがみ野駅 吉岡工業団地 綾瀬工業団地入口 綾11 海老名駅東口 国分寺台第１２ 国分寺台第８

さ03 さがみ野駅 吉岡工業団地 観音橋 綾12 海老名駅東口 綾瀬市役所 国分寺台第８

湘19 湘南台駅西口 綾瀬車庫 慶応大学・宮原 綾22 海老名駅東口 ハマキョウレックス 下浜田・国分寺台第８

湘20 湘南台駅西口 綾瀬車庫 笹久保 綾41 海老名駅東口 綾瀬車庫 小園団地

湘22 湘南台駅西口 吉岡工業団地 菖蒲沢団地・葛原 綾41 海老名駅東口 綾瀬市役所 小園団地・東名綾瀬

長22 長後駅西口 綾瀬市役所 落合・大法寺 綾43 海老名駅東口 綾瀬市役所 早川

長24 長後駅西口 さがみ野駅 寺尾・大塚本町 綾51 海老名駅東口 綾瀬市役所 釜田・観音橋

辻33 辻堂駅北口 綾瀬車庫 羽鳥山・駒寄・矢崎 綾51 海老名駅東口 綾瀬市役所 釜田

長33 長後駅西口 桜ヶ丘駅西口 大法寺・福田 綾52 海老名駅東口 相模大塚駅南口 富士塚・飛行場正門

長35 長後駅西口 綾瀬車庫 用田 綾53 海老名駅東口 綾瀬車庫 富士塚 コミュニティバス「かわせみ」

長36 長後駅西口 吉岡工業団地 葛原 綾61 海老名駅東口 早川中央第３ 早川中央第１・第２

長37 長後駅西口 綾瀬車庫 大法寺 綾62 海老名駅東口 早川中央第３ 国分・日立相模前

長38 長後駅西口 綾瀬車庫 綾瀬市役所 綾62 海老名駅東口 早川中央第２ 国分・早川中央第１

長39 長後駅西口 綾瀬車庫 市民文化センター前 綾72 大和駅 綾瀬車庫 飛行場正門

長43 長後駅西口 長坂上 上土棚団地前

長45 上土棚団地前 長後駅西口 綾南会館
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⚫ 本市を走行する路線バスのうち、令和５年度では、最も輸送人員が多いのは神奈川中央交

通（株）で、約１２．８千人／日を輸送しています。次いで、相鉄バス（株）が約９．６千人／日、

コミュニティバスは、約０．５千人／日を輸送しています。 

⚫ 平成２９年度からの推移では輸送人員は減少傾向にあり、令和２年度には新型コロナウイ

ルス感染症の影響で大きく減少しています。 

 

表 綾瀬市に路線を有するバスの輸送人員の推移（単位：人／日） 

 神奈川中央交通（株） 相鉄バス（株） 
綾瀬市 

コミュニティバス 
計 

平成２９年度 １９，４４０ １２，１５９ ５０４ ３２，１０３ 

平成３０年度 １９，１２９ １１，９３１ ５１４ ３１，５７４ 

令和元年度 １８，８９２ １１，４３１ ４９４ ３０，８１７ 

令和２年度 １４，０３３ ８，２２７ ３５３ ２２，６１３ 

令和３年度 １３，７２８ ８，９６３ ４１５ ２３，１０6 

令和４年度 １４，５０４ ９，４５２ ４４９ ２４，４０５ 

令和５年度 12，826 9，615 477 22，918 

  （出典）綾瀬市統計要覧 

 

（２）高速バス 

⚫ 市内を発着する高速バスは、上りは横浜、東京方面、下りは河口湖、箱根方面のほか、大阪、

名古屋、静岡等、東海道エリアに向かう路線で構成されています。 

 

表 綾瀬市内を発着する高速バス一覧（単位：便/日） 

高速バス路線 
平日 休日 

下り 上り 下り 上り 

横浜〜河口湖 2 2 3 3 

京都・大阪〜東京：グラン昼 － 3 － 3 

東京〜京都・大阪：グラン昼 3 － 3 － 

新宿〜箱根桃源台 15 17 16 15 

東京〜静岡：東名 6 6 6 6 

東京〜大阪：青春昼特急 1 1 1 1 

東京〜浜松：東名 3 3 3 3 

東京〜名古屋：東名 7 7 7 7 

※臨時便、運休の便を含む 

（出典）各事業者ホームページ（令和７年９月時点） 
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（出典）国土数値情報 バスネットワーク（令和 4 年度）を基に作成 

図 綾瀬市を走行するバスネットワーク  

綾瀬市コミバス

神奈中バス

相鉄バス

神奈中バス

海老名駅

相模大塚駅

さがみ野駅

綾瀬SIC

国土数値情報「バスルート」
2022年度（令和4年度）時点のルート

綾瀬市役所

かしわ台駅
大和駅

桜ヶ丘駅

高座渋谷駅

長後駅

湘南台駅神奈川県中央交通(株)

相鉄バス(株)

綾瀬市コミュニティバス
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（３）パークアンドバスライド＊5 

⚫ 東名綾瀬バス停の高速バスに乗り継ぐための有料時間貸駐車場・駐輪場「綾瀬パーク＆バ

スライド北」、「綾瀬パーク＆バスライド南」が令和３年に開設されました。 

 

【駐車・駐輪台数】 

⚫ 北側（上り線） 自動車１７台、自転車１６台、バイク４台 

⚫ 南側（下り線） 自動車２９台、自転車２４台、バイク６台 

 

（出典）左図：株式会社イワセ、右図：綾瀬市ホームページ 

図 「綾瀬パーク＆バスライド」の位置図と航空写真 

（４）その他 

⚫ 一人で公共交通機関を利用することが困難な身体障がい者や要介護者等の外出機会を提

供するための福祉有償運送事業に対して補助を行っています。 

⚫ 市民の利便性向上や公共交通の補完、地域の活性化を目的として、シェアサイクル＊6 実証

実験を行っています。（令和７年時点） 

⚫ 運転免許を持たない高齢者など、移動手段の確保が困難な市民の外出を支援するため、

AI デマンド型交通＊7「あやモビ」の実証運行を行っています。（令和７年時点） 

 
＊5 パークアンドバスライド 

郊外や都心周辺部にあるバスターミナルやバス停周辺などに駐車場を整備し、 マイカーからバスへの乗り継ぎを図

るシステムのこと。 

＊6 シェアサイクル 

自転車を複数の利用者で共有するサービスのこと。都市内に設置された複数のサイクルポートから利用することが可

能。 

＊7 AI デマンド型交通 

決まった時刻表やルートがなく、AI を活用して利用者の需要に合わせて、リアルタイムで効率的なルートや配車時間

を設定する乗合型の交通サービスのこと。  
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２－４ 自動車交通の現状 

（１）幹線道路自動車交通量 

⚫ （都）＊8 寺尾上土棚線（県道４２号）は約２０千台／１２ｈ、（都）早川本蓼川線及び県道４５号

は、約１０千台／１２ｈで推移しています。 

⚫ 令和３年の綾瀬スマートインターチェンジの開通により、（都）寺尾上土棚線はやや増加傾

向にありますが、主要な幹線道路では大幅な交通量の増加は見られません。 

 

 

 

 

 

 

（出典）幹線道路等交通量調査、道路交通センサス 

図 主な幹線道路の１２時間自動車交通量（平日・上下計） 
 

＊8 （都） 

都市計画道路の略式表記。都市計画道路とは、都市の骨格を形成し、円滑な都市活動と良好な都市環境を確保する

ために、都市計画法に基づいて決められた道路のこと。  
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（２）主要交差点における交通量 

⚫ 令和３年の綾瀬スマートインターチェンジの開通による大幅な交通量の増加は見られません。 
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⑪ 
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※グラフの数字は、交差点の各断面交通量調査結果のうち自動車交通量の最も多い断面を代表値として記載 

（出典）令和３年度幹線道路等交通量調査 

図 主な交差点の１２時間自動車交通量（平日・上下計） 
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（３）スマートインターチェンジの利用状況 

⚫ 綾瀬スマートインターチェンジは市民生活

の利便性向上や地域経済の活性化、災害

時における安全・安心の確保、既存インタ

ーチェンジ周辺の渋滞緩和を目的に、令和

３年 3 月に供用開始しました。 

 

 

⚫ 綾瀬スマートインターチェンジの利用

台数をみると、供用を開始した令和２

年度は約１．４万台／日でしたが、令和

7 年度は約２．０万台／日前後で推移

しています。 

※令和７年度は４～７月の 1 日平均利用台数 

 
 
 
 
 

 （出典）中日本高速道路（株） 

図 綾瀬スマートインターチェンジの利用台数 

 

⚫ 令和５年に実施した市民アン

ケートの結果（後述Ｐ.33）か

ら、市民の綾瀬スマートイン

ターチェンジの利用状況を年

齢別にみると、２０～５０歳

代の約２割を超える人が「月

に数回」以上利用していま

す。 

 

 

 

 

（出典）「綾瀬市総合都市交通計画」改定に関するアンケート調査（令和５年７～８月実施） 

図 市民のスマートインターチェンジの年齢別利用頻度 
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（出典）第９回 綾瀬スマートインターチェンジ地区協議会資料 

図 綾瀬スマートインターチェンジの航空写真（令和４年２月撮影） 
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